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名
古
屋
・
栄
に
出
店
発
表

．
大
丸
松
坂
屋
、
2
0
年
Ⅱ
月
予
定

大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
（
東

京
）
は
二
十
八
日
、
名
古
屋
・

栄
の
柴
交
差
点
の
北
西
角
に
新

た
な
商
業
施
設
を
出
店
す
る
と

正
式
発
表
し
た
。

〇
二
〇
年

十
一
月
の
開
業
を
予
定
。
飲
食

店
の
ほ
か
「
美
」
や
「
健
康
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
テ
ナ
ン

ト
の
誘
致
を
検
討
し
て
い
る
。

＝
関
連
㊤
面

交
差
点
は
繁
華
街
の
中
心

に
位
置
し
、
斜
め
向
か
い
に
は

名
古
屋
三
越
栄
店
が
あ
る
『
新

店
は
日
本
生
命
保
険
（
大
阪

市
）
が
建
て
替
え
る
「
日
本
生
・

命
柴
田
ビ
ル
」
を
一
棟
丸
ご
と

借
り
る
。
建
物
は
地
下
二
階
、

地
上
六
階
建
て
で
、
延
べ
床
面

積
は
六
千
三
百
四
十
三
平
方

メ
ー
○

大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
は
栄
地

務
エ
ア
コ
ン

区
で
松
坂
屋
名
古
屋
店
を
営
業

し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
パ
ル
コ

（
東
京
）
も
名
古
屋
パ
ル
コ
、

名
古
屋
ゼ
ロ
ゲ
ー
ト
を
展
開
し

て
い
る
。
新
規
出
店
で
地
区
全

体
の
魅
力
を
引
き
上
げ
、
相
乗

効
果
を
生
み
出
す
狙
い
だ
『
一

方
、
栄
地
区
で
は
老
舗
百
貨
店

の
丸
栄
が
経
営
不
振
か
ら
三
十

日
に
閉
店
す
る
。

バ
イ
オ
リ
ン
を
破
壊

元
妻
懲
役
3
年
求
刑

名
地
裁
公
判

別
居
中
の
夫
宅
に
入
り
込

み
、
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
を
壊
し

た
と
し
て
、
住
居
侵
入
と
器
物

損
壊
の
罪
に
問
わ
れ
た
東
京

都
注
東
区
、
中
国
籍
の
楽
器
販

売
業
、
秦
悦
（
通
称
、
河
宮
碧
）

被
告
へ
毒
の
論
告
求
刑
公
判
が

二
十
八
草
名
古
屋
地
裁
で
あ

っ
た
。
検
察
側
が
懲
役
三
年
を

求
刑
し
て
結
審
。
判
決
は
七
月

十
九
日
に
言
い
捜
さ
れ
る
。

検
察
側
は
．
「
被
害
者
と
の
不

仲
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
を
し
た
動

機
に
酌
量
の
余
地
は
な
い
。
被

害
額
も
高
額
だ
」
と
指
摘
。
弁

護
側
は
、
事
件
後
に
被
害
品
に

手
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
を
主
i

張
し
た
上
で
「
被
告
が
過
失
で

壊
し
た
こ
丁
の
バ
イ
オ
リ
ン
以

外
は
被
害
を
認
定
す
る
べ
き
で
・

は
な
い
」
と
し
て
執
行
猶
予
付

き
判
決
を
求
め
た
。
．

．
起
訴
状
な
ど
に
よ
る
と
、
被

告
は
二
〇
「
四
年
二
月
二
日
、

離
婚
協
議
中
だ
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ

ー
国
籍
の
元
バ
イ
オ
リ
ン
職
人

の
男
性
＝
名
古
屋
市
中
村
区
＝

の
自
宅
兼
工
房
に
窓
か
ら
侵

入
。
五
十
丁
を
超
え
る
バ
イ
オ

リ
ン
と
弓
七
十
本
（
計
千
六
百

万
円
相
当
）
を
壊
し
た
と
さ
れ

る。

め
ま
い
治
療
薬
訴
訟

賠
償
増
額
を
認
め
ず

．
名
高
裁
、
．
一
審
支
持

め
ま
い
の
治
療
で
処
方
さ
れ

た
向
精
神
薬
の
薬
物
依
存
に
な

り
、
不
安
感
や
不
眠
な
ど
の
症

状
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し

て
一
名
古
屋
市
緑
区
の
無
職
多

田
雅
史
さ
ん
仝
ハ
も
が
国
立
循
環

器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府

吹
田
市
）
に
約
一
億
六
千
九
百

万
円
の
賠
償
を
求
め
だ
訴
訟
の

控
訴
審
判
決
が
二
十
八
日
あ

り
、
．
名
古
屋
高
裁
は
百
十
七
万

円
の
賠
償
を
命
じ
た
一
審
名
古

屋
地
裁
判
決
を
支
持
し
、
双
方

の
控
訴
を
棄
却
し
た
。
多
田
さ

ん
は
上
告
す
る
方
針
。

揖
斐
潔
裁
判
長
は
判
決
理
由

で
、
薬
は
長
期
間
の
服
用
後
に

や
め
た
場
合
、
不
安
感
な
ど
の

症
状
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
が
、

一
審
に
続
い
て
、
医
師
の
説
明

が
不
十
分
だ
っ
た
と
認
定
。
・
投

薬
量
の
減
ら
し
方
も
不
適
切
だ

っ
た
と
指
摘
。
た
だ
、
症
状
は
約

三
カ
月
で
回
復
し
た
と
し
て
賠

償
の
増
額
は
認
め
な
か
っ
た
。

判
決
に
よ
る
と
、
多
田
さ
ん

は
二
〇
〇
四
年
七
月
～
〇
五
年

十
二
月
の
間
、
同
セ
ン
タ
ー
で

向
精
神
薬
を
処
方
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
側
は
「
判
決
内
容

を
検
討
し
、
今
後
の
方
針
を
決

め
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

証
券
親
会
社
増
資
資
金
か

細
野
氏
棚
方
用
使
途
に
反
す
る
疑
い

細
野
豪
志
元
環
境
相
（
無
所

属
、
衆
院
静
岡
5
区
）
が
昨
年

十
月
の
衆
院
選
期
間
中
、
証

券
会
社
か
ら
五
千
万
円
の
提
供

を
受
け
た
問
題
で
、
五
千
万
円

は
、
証
券
会
社
が
親
会
社
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
会
社
か
ら

得
た
増
資
資
金
の
二
部
だ
っ

た
疑
い
が
あ
る
こ
と
が
、
関

係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

細
野
氏
は
二
十
八
日
、
記
者

団
に
「
選
挙
後
に
（
当
時
所
属

し
た
）
希
望
の
党
の
運
営
に

使
う
可
能
性
に
備
え
て
、
個

人
の
判
断
で
借
り
た
」
と
説
明
。

選
挙
資
金
と
の
見
方
を
否
定

し
た
上
で
「
法
律
に
基
づ
き
や

っ
た
」
と
し
、
進
退
問
題
に
な

ら
な
い
と
の
認
識
を
示
し
た
。

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会

（
監
視
委
）
は
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
会
社
か
ら
資
金
集
め

を
依
頼
さ
れ
た
投
資
募
集
会
社

を
調
査
し
て
お
り
、
開
発
会
社

を
含
め
資
金
の
流
れ
や
使
途
の

解
明
を
進
め
て
い
る
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
証
券
会

社
は
細
野
氏
側
か
ら
借
り
入
れ
．

を
依
頼
さ
れ
、
衆
院
選
投
開
票

日
の
三
日
前
の
昨
年
十
月
十
九

日
、
利
子
付
き
の
短
期
貸
し
付

け
で
五
千
万
円
を
提
供
。
こ
の

直
前
、
証
券
会
社
は
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
会
社
か
ら
約
二
億

五
千
万
円
の
増
資
資
金
を
得
て

お
り
、
そ
の
う
ち
五
千
万
円
が

細
野
氏
へ
渡
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
i開
発
会
社
は
投
資
募
集
会
社

I
r
一
L
r
へ
ヨ
つ
い
i
y
i
E
－
i
i
r
r
T
i
r
ト
と
ー
お
－
ず
ー
圭
i

詐
欺
に
注
意
！

聞
掲
載
の
前
日
に
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